
　スポーツビジョン研究会と東京メガネ
スポーツビジョン事業部が、2年前からス
ポーツビジョン研究会の監修によって
「視覚」をトレーニングするソフトの開発
に着手し、昨年8月の研究集会に第一号
機が出展された。
　その後、利用者をアスリート以外の
高齢者等広範に想定して改良が重ね
られ、今年6月末に開発を完了。7月25
日から開催されたSPORTEC2017へ
の出展から本格的な販売を開始した。
　発売とともに、Vトレーニングの監修、
認定してサポートするサービス事業部
と従来のスポーツビジョン研究会を再
組織したスポーツビジョン研究所の2
部門を持つ、一般社団法人スポーツビ
ジョン研究会を設立。さる7月21日、東
京都千代田区の如水会館スターホー
ルで、スポーツビジョン研究会の一般
社団法人設立披露会が開催された。
　披露会には、一般社団法人代表理事
に就任した真下一策氏とともに研究会
をリードしてきた石垣愛知工業大学客員
教授／名誉教授の他スポーツビジョン
研究会の主要メンバーに加え、越智衆
議院議員、医療経済研究／社会保険福
祉協会・近藤理事長、法政大学・山本教
授、日本体育大学・野村教授、日本大
学・高橋教授、コナミホールディングス・
中野副社長、セレスポ・鎌田常務、日本
サッカー協会・西村Referee等々、政界、
経済界、教育界、スポーツ界、眼鏡業界

等からこれま
での研究関
係分野を超え
て約100名が
参加し、盛大
に行われた。
　開宴の辞
では、設立社
員の㈱東京メ
ガネ代表取
締役社長の
白山聡一氏
が挨拶、「本
年で134年を
迎えたメガネ
小売店の東
京メガネ（創業1883年（明治16年））は、
134年の間にいくつかのマイルストーン
がある。終戦間もない昭和24年に現在
の西武百貨店池袋本店に出店し、日本
にはじめて全自動視力測定器を導入し
大変好評を博した。その後の我国の経
済成長、大量消費を先取った、誠に時宜
を得た決断であった。以降今日まで弊社
は企業理念である「自我作古」（みずから
われよりいにしえをなす）を実践躬行しマ
イルストーンを置いてきた。それは常に一
貫してビジョンケアという大きな使命の
中で、私共が調製したメガネによってそ
のお客様へ快適な生活を提供したい、
QOL（クオリティオブライフ）のために、
“視る”という行為全般において役に立ち

たいという思い。
いうまでもなく、
眼の疾病、生理
学的な異変につ
いては眼科医療
としてお医者様

の力が必要。我々はひとりひとりの持つ
眼の能力を最大限に活かすことができる
ように助けること」。また「眼は動物に与え
られた誠に不思議で素晴らしい器官。視
るという行為、その言葉自体、我々の存
在や言動の原点ではないでしょうか。そ
の視る力が優れていることは、様々な副
次的な能力への貢献がある。その代表
例が運動能力です。運動能力が高い人、
つまりアスリートは視る力も優れており、
その相関関係に気づいたとき視る力はス
ポーツのトレーニング科学として「スポー
ツビジョン」という言葉がうまれた。およ
そ30年前、私の亡き父である東京メガネ
前社長白山晰也は弊社がトータルビ
ジョンケアを志してきた過程で、我国の
スポーツビジョン分野が不十分であった
ことに気づきスポーツビジョン先進国ア
メリカよりその研究者であるフィリップス
ミス氏を招聘し、講演をはじめ様々なご
教示を得た。その時から、我国における
スポーツビジョンの歴史が始まり、その
先頭に立たれたのが、今日の主役である
真下一策先生、そして石垣尚男先生の
ご両名。真下先生は社団法人スポーツ
ビジョン研究会代表理事に就任。この
30年間には、約3500名のスポーツビ
ジョン測定と、年一回の研究集会など、
研究発表を重ね、多くの皆様にスポーツ
ビジョンという概念をご理解いただき賛
同いただいた。今までのネックは肝心の
能力測定に必要な機器が大きく複雑で
取り揃えるのに難儀であり、また取り扱う
のも重鈍で苦労していたところ、昨今の
デジタル機器の進化に伴って、簡易的な
測定が可能となり、ユビキタスになった。
そしてスポーツビジョンの新しいステー
ジへの昇華であると、私たちは確信した。
視る力が優れていることは運動能力が優
れていること、運動能力はアスリートだけ
のものではありません。身体の運動能力
とは生活するための基本的な能力でもあ
り、スポーツビジョン能力の向上は社会
生活への順応力としてアンチエイジング
と言い換えられる。世はまさに長寿高齢
化、我国の社会問題の筆頭課題はこの
高齢社会でも成長を実現させること。ス
ポーツビジョンは健康寿命の延伸の最

も中心的な必要能力ではないかと思料
する次第です。視る力、このすごい能力を
高めることは計り知れない力・生産性を
生み出します。一メガネ屋の中での任意
の集まりでは納まりきらない、遠大な人
類の未来への期待が見えています。そん
なスポーツビジョンの遅まきながらのス
テップアップ、新たなマイルストーンとし
て、本日ここに社団法人を発足させるに
至りました。この一般社団法人の立ち上
げを皆様にご報告いたいしたく、貴重な
お時間を頂戴いたしました。また今後と
も一般社団法人スポーツビジョン研究
会を宜しくお導きください」と述べた。
　その後は、日本商工倶楽部・岡本理
事長の祝辞、乾杯に続いて、麻生副総
理、丸川オリパラ担当大臣、関西大学・
池内理事長、東京大学・竹内名誉教
授、みずほFG・佐藤社長等々、多数の
祝電が披露された。
　そして、真下代表理事の「設立記念基
調講演」、読売新聞東京本社・長谷川編
集局次長の「スポーツビジョン研究に思
う」と題する特別講演が行われた後、最
新型のVトレーニングが披露されて、7月
以降のTOYOTA GAZOO Racing
PARKのファミリーイベントやJBF-FID
障がい者バスケットボールナショナル
チーム合宿等での使用の様子が紹介さ
れた。参加者からは「脳の情報処理は、
視覚から得られるものが約8割と聞い
て、眼のはたらきの大切さを初めて知っ
た」、「視覚と運動の協応のトレーニング
の大切さをよく理解できた」、「子供達の
持つ能力を活かすためにも、高齢者の
認知症予防など健康長寿のためにも、
眼の能力がバランス良く発達すること、
維持されることが非常に重要だと良く理
解できた」などのコメントが寄せられ、ス
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往
生
際
の
悪
さ
が
如
実
に
見
ら
れ
る
安
倍
総
理
の
証
人
喚
問
が
開
か
れ
た

が
、今
更
な
ん
だ
と
の
感
も
ゆ
が
め
な
い
。加
計
学
園
問
題
も
防
衛
庁
日
報
問

題
も
、嘘
を
つ
い
て
い
る
の
が
見
え
見
え
の
中
で
、こ
れ
以
上
あ
あ
だ
、こ
う
だ

と
や
る
の
は
時
間
の
浪
費
だ
。い
い
加
減
に
国
民
が
納
得
す
る
、け
り
を
つ
け

る
こ
と
が
必
要
だ
。こ
れ
も
平
和
ボ
ケ
を
し
て
い
る
日
本
を
象
徴
す
る
政
治

問
題
だ
が
、こ
の
ま
ま
で
は
日
本
は
駄
目
に
な
る
。

　

米
国
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
出
現
で
、世
界
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、先
が
益
々
見
え
な
く
な
る
中
で
、世
界
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
不
安
定
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。　

　

無
駄
な
議
論
を
す
る
こ
と
よ
り
、な
す
べ
き
こ
と
は
他
に
多
々
あ
る
の
だ
。

そ
の
代
表
例
は
、世
界
一
の
借
金
国
で
あ
る
国
の
財
政
の
健
全
化
だ
。小
泉
政

権
で
約
束
し
た
２
０
２
０
年
に
、財
政
収
支
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
ゼ

ロ
に
す
る
と
い
う
約
束
が
反
故
に
さ
れ
、少
な
く
と
も
７
兆
円
近
く
の
赤
字

と
な
り
、こ
れ
を
赤
字
国
債
で
補
填
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
政
府
見
通
し
が
、

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
。孫
の
世
代
ま
で
、国
の
借
金
は
残
さ
な
い
と
し
て
、

消
費
増
税
10
％
に
踏
み
切
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

安
倍
総
理
の
ド
サ
ク
サ
証
人
喚
問
の
中
で
、国
の
将
来
を
左
右
す
る
非
常

に
重
要
な
財
政
政
策
が
、い
と
も
簡
単
に
変
更
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、大
変
な

問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。あ
れ
ほ
ど
議
論
が
あ
っ
た
議
員
定
数
削
減
問
題
に

は
、全
く
手
を
付
け
ず
に
近
い
将
来
高
級
乗
用
車
や
貴
金
属
・
宝
石
な
ど
に

高
率
な
税
金
を
掛
け
よ
う
と
す
る
贅
沢
税
が
導
入
さ
れ
か
ね
な
い
。

　

自
民
党
の
支
持
率
低
下
に
続
き
、民
進
党
も
蓮
舫
代
表
と
野
田
幹
事
長
の

辞
任
で
荒
れ
て
い
る
。東
京
都
議
選
敗
北
の
責
任
を
と
っ
て
の
事
だ
が
、自
民

も
自
民
だ
が
、民
進
も
民
進
だ
。い
ず
れ
も
、解
党
的
出
直
し
を
図
り
、国
民

の
信
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
、日
本
に
は
い
ま
だ
民
主
主
義
が
育
っ
て
い
な
い
。こ
れ
も
国

民
の
自
覚
の
問
題
だ
。よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、ジ
ュ
エ
リ
ー
は
豊
か
な
暮

ら
し
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
。そ
れ
故
、暮
ら
し
に
安
定
感
が
な
け
れ
ば
、ジ
ュ

エ
リ
ー
の
安
定
し
た
普
及
は
あ
り
え
な
い
し
、ジ
ュ
エ
リ
ー
を
着
け
て
楽
し
む

こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。右
肩
上
が
り
の
成
長
経
済
時
代
は
、す
で
に
終
わ
っ

た
の
だ
。今
や
、バ
ブ
ル
に
よ
る
成
長
経
済
を
求
め
る
よ
り
も
、安
定
し
た
経

済
に
円
熟
差
を
求
め
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、非
日
常
性
の
も
の
。必
ず
し
も
、毎
日
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。「
安
定
し
た
経
済
繁
栄
の
道
」は
、安
定
し
た
経
済
の

成
熟
化
の
中
に
あ
る
と
考
え
る
。高
級
宝
石
の
購
入
層
は
、ゆ
と
り
あ
る
富
裕

層
に
な
る
が
、４
、５
千
円
か
ら
５
万
円
前
後
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー

は
、大
多
数
の
女
性
に
購
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。今
後
、二
分
化
さ
れ
た
市
場

は
、ど
ん
な
商
品
に
も
適
用
さ
れ
る
。今
ま
で
の
日
本
市
場
の
特
徴
で
あ
っ
た

中
間
層
が
大
幅
に
減
少
し
て
、い
わ
ゆ
る
プ
ロ
パ
ー
の
売
上
が
不
調
に
な
る
。

　

ま
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
・シ
ョ
ッ
プ
と
同
じ
で
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ズ
、コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
も
同
じ
よ
う
な
モ
ノ
を
売
っ
て
い
て
、商
い

に
な
る
時
代
は
間
も
な
く
終
わ
る
の
だ
。そ
し
て
、ブ
ラ
ン
ド
志
向
が
高
ま
る

の
は
間
違
い
な
い
。そ
れ
は
、商
品
そ
の
も
の
の
信
頼
性
を
判
断
す
る
尺
度
に

な
る
の
だ
。ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
明
確
な
見
方
が
定
着
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
破
綻
し
、日
銀
の
超
金
融
緩
和
が
当
初
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
出
来
ず
失
敗
に
終
わ
り
、新
た
な
消
費
が
定
着
し
だ
し
て
き
た
中

で
、経
済
の
中
で
の
円
熟
化
と
は
何
か
に
つ
い
て
、商
品
、サ
ー
ビ
ス
の
両
面
か

ら
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
の
よ
う
だ
。
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▼優れた視る力は生活の基本能力を高める－1面、女性からのプロポーズを応援－2面、
▽ミレニアル世代のマネー事情－2面、たくさんの笑顔とエネルギーHMJ－3面
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